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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 個人面談表を作成したので、利用者様と面談を行った際には表に記録すること。4～8月までに面談を行った場合も、遡って記録しておくこと。
＜利用者様情報＞

· 神山　和典様～8月12日「職親の更新ができなかったので、これからのことについて考えたい」

とナイトケアを欠席される。お盆休み明けの17日来所され、「青明舎職員からうみねこ幸房を勧められた。他に職親があればそれも考えには入れるが、自分としてはうみねこ幸房に行きたいと思う」と話されている。

＜就労前準備段階プログラム報告＞

· 本日１クール目最終日となり、前回の宿題の答え合わせ、電話対応の練習、振り返りを行った。

· メンバーの反応

· 大久保　康弘様～「プログラム開始前までは、自分は何でも出来ると思っていたが、プログラムを通して出来ない点があることを理解できるようになった」と話される。

· 田名部　一樹様～「就職する力がついた」と話される。

· 関　秀治様～「文章を書く機会が多く、文章力がついたと思う」と話される。

· 中村　鶴子様～「プログラム中につけていた個人ノート、自己評価表を通して、自分の生活について振り返ることができるようになった」と話される。

· スタッフからは、このプログラムはあくまでも就労前のきっかけ作りとしてのものなので、これからもデイケアで目標を立てて、それに向けて努力して欲しい旨説明した。

· ２クール目参加の希望を伺ったところ、大久保様が参加希望を出された。再来週以降に新規のプログラム参加希望者の募集とオリエンテーションを実施し、面談等実施する。

＜納涼会打ち合わせ＞

· 本日の準備、明日（納涼会当日）午前の動きについて最終確認を行った。

· 本日：必要物品の借用（青山荘および青明舎）、飾り付け作成、当日の係決め（デイ、デイナイトメンバー）、材料の下ごしらえを行う。

· 明日午前

· 9:00～食器借用（レストランより）

· 10:00～食事準備

· 10:30～会場準備

· 11:00～納涼会開始　スカットボール

· 12:00～バーベキュー

≪添付資料：青山荘定例会議報告≫

大久保　康弘様～退所に向けてアセスメント実施。金銭面の問題が見られる為、支援行っていく予定。就労前準備段階プログラムの宿題を行うため、青山荘のインターネットを使って、「アスベスト」や「郵政民営化」について調べている。睡眠が短くなりやすいので、睡眠時間に注意していく。

村田　昭一様～グループホーム入所とナイトケア正式利用については準備中。お盆期間は十和田の弟様宅に外泊し、帰荘後南郷の兄様宅にも外出している。

田名部　一樹様～保健所と職親体験（パセリー菜）を8/23-25で予定している。体験中はバスを利用する予定であったが、運動をかねて歩いて通うとのこと。不安を話すこともなく、自分でバスの時刻を調べに行くなどしている。体験の様子を見て利用を検討する。

田澤　勝敏様～お盆は弟様が迎えに来られ、日帰りでむつの実家に行き、墓参されている。嬉しそうに話をされている。

袴田　淑子様～お盆は8/13より姉宅に外泊し、カレーを作ったり墓参りしたりしたと話される。朝食はパンなのでちゃんと食べたと話されている。

中居　松男様～だるそうな様子で元気がない。退所が近いが、延長の方向で検討している。

関口　禅　　様～変わりなく過ごされている。8/16日赤病院、西村整形外科受診されている。8/17より外泊されている。

巴　　勇樹　様～自宅からデイケアへの通所は順調に行えており、本人も「バスは一人で大丈夫」と話されている。年金については書類が揃い次第進めていく。ご家族様との面談日を調整していく。

平　康子様～あすなろ交流会で鈴木恵美子様にお金を貸したが返って来ないと話されていたが、後で鈴木様が母様と同伴でお金を返しに来られている。現況届けについては急いで提出するようスタッフから話をしている。室内が散らかっており、スタッフにも見せられないと話される。片付けを勧めるもしぶっており、「1時間だけ片付ける」と話すが、片付けしていない様子。

清水　泰雅　様～外出時の日中スケジュールをスタッフと立てる。食事の手伝い、買い物の同伴で外に出ることとしている。就寝が23:30となっていることを指摘すると、23:00に修正している。スタッフの方から、生活面のチェックリストを渡している。今後は、自宅からデイケアに通う練習を、ご家族にも協力いただき行っていくこととする。デイケアへの遅刻が多い状態が続いており、起床して布団を上げるところまで、スタッフが部屋で確認する。

番沢　政勝　様～お盆外泊について、「義兄（姉の夫）が口うるさく、盆に帰ってきているのが嫌だ」と話されている。スタッフに「8/16、17に帰りたいが、母からは別の日にしろと言う、どうしよう」と何度も聞きに来られている。自宅に電話をしてみることを勧めるも、呼び出し中10秒ほどで「出ない」と受話器を置いてきってしまう。その後、母様から電話があり8/15、16に外泊されている。帰荘後、「母も義兄も説教ばかりして疲れた。どこに行ってもダメだ。俺はもうダメだ」と話される。また、「もう冬服の準備をしなければ」といって、袋一杯に冬服を持って来られている。

